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私
は
、
去
る
七
月
十
一
日
の
本

会
詔
に
お
き
ま
し
て
、
本
町
助
役

の
選
任
を
受
け
、
再
び
就
任
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
個
え

に
附
屈
各
位
の
格
別
な
る
御
指
泡

御
譲
撻
に
よ
り
大
過
な
く
前
任
期

間
を
満
了
さ
し
て
頂
き
ま
し
た
結

果
に
よ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
｀

こ
の
御
厚
情
に
対
し
衷
心
よ
り
厚

く
御
礼
申
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。
御
承
知
の
如
く
当
町
は

発
展
上
必
要
な
5

山
積
し
て
お
り
、

町.‘
 ヵ

中
学

の

に

各

地

の
教
育
施
骰
拡
充
強
化

の
問
題
を
始
め
、

中
で
も
、

谷

本

恒

の
振
興
方
策
等
を
考
え
ま
す
時
に

誠
に
本
町
は
重
大
時
期
に
直
面
し

て
い
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
か
よ

う
な
時
に
当
っ
て
更
に
不
肖
を
此

の
扇
席
に
御
推
挙
い
た
ゞ
き
ま
し

た
こ
と
は
、
身
に
余
る
光
栄
と
存

じ
深
く
感
激
を
覚
ゆ
る
も
の
で
御

ざ
い
ま
す
。

然
し
乍
ら
折
角
御
推
挙
い
た
ゞ

き
お
う
け
し
た
以
上
、
現
段
階
の

重
大
さ
を
認
識
致
し
ま
し
て
今
絡

町
長
を
中
心
に
産
業
、
経
済
、
す

他
厚
生
の
面
に
亘
る
欺
要
課
顆

の
処
理
に
或
は
推
進
に
渾
身
の
怒

力
を
払
う
覚
悟
で
。
こ
ざ
い
ま
す
。

何
卒
町
民
の
皆
様
方
に
於
か
れ
主

し
て
は
倍
旧
の
御
指
導
御
支
援
か

賜
り
ま
す
よ
ぅ
御
願
い
申
上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。
最
後
に
皆
様

方
の
御
健
康
と
御
多
幸
を
祈
り
ま

し
て
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 る

四
月
か
ら
七
月
ま
で
納
め
て
も
ら
＂
っ
た
額
（
四
回
分
）
を
、

っ
た
侶
険
税
額
は
前
年
度
の
税
額
を
，
し
一
年
分
の
税
額
か
ら
差
し
引
き
、

も
と
に
し
て
、
か
り
に
決
め
て
お
っ
一
残
っ
た
も
の
を
、
あ
と
六
回
に
分
け

た
も
の
で
す
が
、
七
月
で
、
皆
さ
ん
[
て
納
め
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す

の
所
得
額
や
、
固
定
資
産
税
額
が
決
[
計
算
の
も
と
に
な
っ
た
数
字
ば
r

ま
り
ま
し
た
か
ら
、
こ
れ
を
も
と
に
へ
八
月
の
第
五
期
の
令
胄
に
書
い
て
あ

し
て
、
今
年
の
国
民
健
康
保
険
税
額
り
ま
す
か
ら
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よ
く
見
て
間
違
い
が

を

決

定

し

ま

し

た

°

]

あ

る

と

思

う

人

は

、

九

月

二

十

[

そ

⑰

で

、

で

に

納

め

て

も

ら

に

、

で

申

し

出

て

下

さ

い

。
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で
は

に
、
世

国
が
調

に
呼
び
か
け
て
お
り
苓

我
が
国
の
調
査
も

f

他
の
国
々
と
歩
調
を

合
せ
て
こ
の
調
査
を

計
圃
し
て
お
り
、
国

に

も

な

調

査

と

な

り

ま

す

。

た
ち
は
、
と
か
く
調
査
を
軽
く

え
が
ち
で
す
が
、
私
た
ち
の
経
済

政
治
も
全
て
調
査
と
そ
の
結
果
の

計
を
も
と
に
し
て
考
え
ら
れ
て
お

、
正
し
い
調
賽
、

5
 

し
な
い
こ
と

0.) 

こ
と
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に
つ
い

の
数
、

平
均
は
、

金
額
割
百
円
当
り

二

円

二

七

銭

六

厘

円
当
り

そ
び
ほ
危
険
て
す
。

子
供
さ
ん
の
花
火
ぁ
そ
び
で
火

災
を
起
し
た
り
爆
発
芍
で
事
故
．

を
起
し
た
例
が
あ
り
ま
す
の
で

花
火
あ
そ
び
を
さ
せ
な
い
で
下

さ
い
。

道
路
を
広
く
使
う

て

ー

中

の
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火
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扱
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に
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町
中
の
一
年
分
の
額
の
決
め

一
年
中
に
徴
収
し
ま
す
保
険
税

の
総
額
が
町
議
会
で
き
ま
り
ま

す
と
｀
こ
の
額
の

．
百
分
の
三
五
を
み
な
さ
ん
の
所
り

得

に

削

り

か

け

―

百
分
の
二
五
を
：
固
定
資
咆
税

額
に

百
分
の
二
五
を
：
の
被
保
険
者
・

の
数
に

百
分
の
一
五
を
：
世
帯
平
等
割
一

と
し
て
~

に
な
り
ま
す
。
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次
の
、
計
筑
の
あ
ら
ま
し
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
摯
．

C

国
民
健
康
保
験
税
の
決
め
方

税
に
掛
け
る
額
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七
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0
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均
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割
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七
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、
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枇
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に
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額

五
二
六
、
五

0
0
円

三
、
五
ー

0
0
0
円

る
と
、

の、資
産

世
帯

と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
あ
な
た
の
状
況
が
次

の
よ
う
で
あ
る
と
、
税
は
、
こ

の

よ

う

に

さ

れ

ま

す
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十
月
一
日
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
を
も
っ
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
―
―
-
、
押
売
り
の
追
放

れ
る
国
勢
調
査
は
、
五
年
毎
に
行
な
九
月
二
十
四
日
よ
り
、
準
備
調
査

1

押
売
り
が
き
た
ら
早
く
警
察
-

わ

れ

る

大

切

な

統

計

調

査

で

す

。

特

に

入

り

、

調

査

員

が

皆

さ

ん

の

お

宅

に

知

ら

せ

る

こ

と

に

は

、

十

年

毎

の

大

規

模

調

査

を

訪

ね

ま

す

が

、

こ

こ

る

よ

く

ご

協

押

売

り

は

家

が

不

在

の

と

き

の

年

に

あ

た

る

。

又

力

を

ね

が

い

た

い

も

の

で

す

。

は

ど

ろ

ぼ

う

に

早

変

り

し

ま

世

界

の

国

々

か

ら

な

す

か

ら

注

意

し

て

下

さ

い

。

っ

て

お

る

国

際

連

合

の

防

犯

に

つ

い

て

を

中

心

戸

締

り

の

励

行

の

で

き

る

だ

け

家

を

あ

け

な

い

こ
と

子
供
さ
ん
を
危
険
な
と
こ
ろ

で
泳
い
だ
り
念
水
あ
そ
び
を

さ
せ
な
い
こ
と

1 0年目

納
め
て
も
ら

の

に

つ

い

て

は

、

中
で
あ
り
ま
し
た
が
、

文
部
大
臣
か
ら
、
県

し

て

認

定

の

が

あ

一
日
よ
り

用
し
て
爆
破
作
業
を
行

破
技
士
の
免
状
を
有
す

れ
ば
作
業
が
出
来
ま
乏

後
火
薬
類
の
消
費
許
可

っ
て
は
工
事
に
従
事
す
る

の
免
状
の
を
添
附
し
な
け
れ
ば
火

の

が

出

来

ま

せ

ん

。
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二
九
日
公
民
館
文
化
部
会
開
催

城
川

畦
崎
伸
穂
）

母
子
相
談
を
大
谷
公
民
館

に
て
開
く
ー
マ
ッ
ジ
ュ
ル

ー
ム
生
産
組
合
総
会

一
八
日
，

日
e

一
四
日

一
丘
日

一
三
日 日

（
委
，

OJ

理
、
〗
＜
ー

式

あ

げ

に

週

一

、
て
‘
`

し

カ

が
予
想
以
上
に

っ
た
所
、
男
子

百

に

達

し

て

い

る

。

新
生
活

開

男

西大山名
人 ”鳥”荷死

谷坂谷
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吉
太
郎市

ユ 隆

治

崎

II 

明
会

I/ ” 

富富中

永田

名宇
荷和出
谷川

永本野岡

0

七
月

―
一
日
臨
時
町
議
会
招
集

谷
本
助
役
再
任

公
民
館
中
央
分
館

員
会
開
催

大
谷
に
於
て
蔑
事
相
談
を
f

開
く
鹿
野
川
地
区
簡
易

水
道
完
工

大
谷
小
学
校
プ
ー
ル
開
き

理林マ
ッ
ジ
ュ
ル
ー

習
会
開
催

道
賂
を
広
く
つ
か
う
運
動

本
月
の
で
き
ご
と

八
幡

十
三

ト

毎

月

”

三

”

の

日

森

組

合

連

合

会

で

は

島
新
居
浜
に
ひ
き
つ
づ
き

P

浜
原
木
市
売
場
を
持
っ
こ
と

に
な
り
、
こ
れ
で
県
下
の
森
林
組
合

を
も
っ
て
木
材
共
販
態
勢
が
完
成
し

森

林

組

合

便

り

一
四
日

八
日

催
に
て

町
政
懇
談
会
を
開
く

日
活
映
画
、
ダ
ム
に
於
て

ロ
ケ
を
行
う

学
術
調
査
関
係

開
拓
組

打
合
せ

イ百勝
合，

勇チす二勝武 明志

m..” /r---

(;-1，口□

ロ 力

八
月
五
日
松
山
木
材
市
場
小
丸

太
益
々
人
喜
絶
頂
9
・

森
紺
送
り
小
丸
太
肱
川
土
場
価

才

泣

が

出

る

保

辛

ょ

う

！

業

平

、

保

護

帽

用
4

し
た
。
特

合

一

伐

又

は

造

業

”

用

し

な

け

な

ぃ

業

労

務

考

組

合

げ

し

て

い

ま

の

で

等

あ

た

っ

て

さ
い
。

利用しよう

満
十
八
オ
よ
り

只
今
防
衛
庁
で
は
次
の
通
り
自
衛

官
の
募
果
を
し
て
居
り
ま
す
か
ら
多

数
応
募
し
て
下
さ
い
。

細
部
に
つ
い
て
は
、

目
衛
隊
愛
媛
叫

下
さ
い
。

一
、
二
等
陸
、

A
 

十

c
 

の
者

九
月
よ
り
十
月
三
十

一
日
ま
で

町
役
場
又
は
、

で

ね

学
歴

五

の

男

子

紺
制
中
学
卒
業
以
上

の
学
力
を
有
す
る
者

九
月
一
日
よ
り
十
月

十
日
ま
で

二
、
防
衛
大
学
生

A

満
十
八
才
よ
り
二
十

一
オ
未
満
の
男
子

業
又
は

B
 c
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受
付

学
歴

ニ―-‘
A

満
十
八
才
~
一
十
一
男

B

高
校
卒
又
は
見
込
の
者

c

受
付
九
月
~
一
月
十
日
迄

四
、
自
衛
隊
生
徒

A

資
格
満
十
五
才
~
八
オ
迄

B

新
中
卒
又
は
見
込
の
者

c

十
月
一
日

i
―
月
末

五

、

王

（

女

子

）

A

・
満
十
八
才
＼
二
十
二
未

B

高
校
卒
又
は
見
込
の
者

c

十
月
一
日
~
一
月
十

日
迄


